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その土地の魅力を伝えるのは「物語」と
それを担う「人」の力

～地域と共にあり、地域を学び続ける
株式会社ワールド・ヘリテイジ

奈良市を中心にホテル、レストラン、土産物店を運営する株式会社ワールド・ヘリテイジ。
同社は2011年に土産物店2店を新規出店すると共に、運営するホテルアジール・奈良が

同年10月に発売された『ミシュランガイド京都大阪神戸奈良 2012』において
2パビリオンマークを獲得した。勢いを増し、今後が注目される同社を追った。

取材・本誌 岩本大輝
※関連記事 74ページ
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《ロゴマークの由来》
東大寺南大門に立つ
金剛力士像の身体にか
かるリボンをイメージ
し、ワールド・ヘリテイ
ジの頭文字「Ｗ」を形
取った。

株式会社ワールド・ヘリテイジは、ホテル、土産物店、
飲食レストランなどを奈良市・京都市で経営・運営する
と同時に、ホテル、物販事業のコンサルティングも行っ
ている。
ホテル事業としては奈良市内に「ホテルアジール・奈

良」、「ホテルアジール・奈良アネックス」という、個性の
異なる２施設を運営。また、土産物店運営事業として
奈良市内に「なら和み館」「平城京和み館」、京都市内
に「きょうと和み館」、さらに、飲食レストラン事業とし
て奈良市内に「奈良スペイン料理 PicaPica」を運営し
ている。

ホテルアジール・奈良　2011年1月に改装された「ならスイート」

ホテルアジール・奈良　囲炉裏

ホテルアジール・奈良アネックス　ロビー
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スペイン語で「ついばむ」という意味を持つ料理
店「奈良スペイン料理PicaPica」自慢のパエリア

株式会社ワールド・ヘリテイジ代表 川井徳子氏の著書

大正時代の銀行を改装したきょうと和み館　外観

きょうと和み館　店内

平城京和み館　店内

なら和み館　外観

『不動産は「物語力」で
再生する』

京都市にある日本庭
園「何有荘

か い う そ う

」。同社代
表川井氏はこの何有
荘を高級不動産特化
のオークション「クリス
ティーズ・グレート・エス
テート」を通じ米オラク
ル社のCEO ラリー・エ
リソンに売却したこと
で注目を浴びた。
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　奈良県を中心にホテル、レストラン、土産物店を運営する㈱ワールド・ヘリテイジ。同社は 2011 年に土産物
店２店を新規出店するとともに、運営するホテルアジール・奈良が同年 10 月に発売された『ミシュランガイド
京都 大阪 神戸 奈良 2012』において２パビリオンマークを獲得し、勢いを増している。
　また一方で、同社の代表川井徳子氏は不動産の再生コンサルタントとして、過去には京都の日本庭園

「何
か い う そ う

有荘」を高級不動産特化のオークション「クリスティーズ・グレート・エステート」を通じてオラクルの CEO 
ラリー・エリソンに売却したことで注目を浴びた実力者でもある。事業拡大で勢いを増し、今後が注目される
川井氏に話を聞いた。      　　　　聞き手・構成・本誌　岩本大輝

その土地の魅力を伝えるのは物語と
それを担う人の力
地域と共にあり、地域を学び続ける

㈱ ワールド・ヘリテイジ

代表取締役　川井 徳子氏

Profile
川井  徳子（かわい・のりこ）
1958 年生まれ。不動産業、運送業、
観光業など五つの会社を束ねるノブ
レスグループの代表。 立命館大学
卒業。97 年に父親の会社を引き継
ぎ、日本庭園「何有荘」、「ホテル関西」
はじめペットマンションやメディカ
ルモール等多くの不良債権物件をよ
みがえらせた。現在は「再生」をテー
マに、疲弊した地方経済の活性化に
全力を投じている。
※ 2011 年 12 月８日に初の著作本

『不動産は「物語力」で再生する』
を発行。詳しくは p. ５をご覧くだ
さい。
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歴史を受け継ぎ、
未来へと繋ぐ担い手
であるという意識

まず、株式会社ワールド・ヘリテ
イジについて教えて下さい。

私たちワールド・ヘリテイジは
ホテル「ホテルアジール・奈良」、
「ホテルアジール・奈良アネック
ス」、土産物店「なら和

なご

み館」、「平
城京和み館」、「きょうと和み館」、
レストラン「奈良スペイン料理
PicaPica」を運営しています。
ホテル事業においては、「ホテ
ルアジール・奈良」が個人客を、
「ホテルアジール・奈良アネック
ス」が団体旅行、特に奈良は修学
旅行マーケットが大きな土地です
ので、そこをターゲットに運営し
ています。
土産物店の「和み館」はホテル
アジール・奈良を運営している中
で奈良周辺において大規模で食事
もできる土産物店のニーズがある
のが見えていましたので、その
マーケットに参入をする形でス
タートしました。土産物店のプ
ラットフォームを作る、というコ
ンセプトで展開し、昨年５月に
「きょうと和み館」、９月には「平
城京和み館」開業と現在３店舗ま
で拡大しています。

ホテルアジール・奈良が昨年出
版された『ミシュランガイド京都 
大阪 神戸 奈良 2012』におい

てホテルとして二つのパビリオン
マークを獲得されましたね。

私たちが取得した 2000 年の頃
は団体旅行客をターゲットとした、
20 年経過した古い小さなホテルで
した。
「アジール（＝癒しの場所、聖
域）」という名前をつけたのも、
当時より最初にお話ししたように
個人客層をターゲットに考えてい
たためで、内装も暖炉を置いたり
壁紙に工夫をしたりしていたので
すが、リニューアル当初からは新
しいマーケットを取り込むことは
簡単ではありませんでした。その
ため、当初は団体旅行も取り込み
ながら徐々にその比率を下げてい
き、10 年以上かかりやっと昨年、
個人客ターゲットのホテルに転換
できたところです。
ちょうどその年にミシュランガ
イドさんが奈良も取り上げてくだ
さり、また掲載もしていただき、
私たちにとっては非常に良いタイ
ミングでした。
まだまだ発展途上ではあります
が、これまで継続して取り組んで
きたことが評価していだだけたの
だと喜んでいます。

発展途上ということですが、目
指すべきホテルはどのようなもの
ですか？

私たちワールド・ヘリテイジは、
事業活動を通じて単に収益だけを

求めるのではなく、それぞれの土
地の持つ個性や豊かさを伝えること
も私たちの役割だと考えています。
つまり、働くスタッフ一人ひと
りがこのホテルのある奈良という
土地やそこに残る伝統を理解し、
宿泊や料飲などのホテル運営を通
じて来館されるお客さまにその魅
力を感じていただけるようになる
ことが理想です。

そのためには、どのようにすれ
ば良いのでしょうか？

どの土地においても必ず歴史と
いうものがあります。それに興味
を持ち、常に学び続けることが必
要です。
歴史というと、私たちとは別の
世界の切り離されたものと思われ
る方もいらっしゃるかもしれませ
んが、歴史は私たちと切り離され
たものではなく、過去から今に続
く物語なのです。そして同時に、
私たちはその歴史を受け継ぎなが
ら、今まさにその歴史を作り、未
来につないでいる一員でもありま
す。私たちは歴史を受け継ぎ、未
来につなぐ担い手であることを認
識すべきだと考えています。

不動産を「物語」を描く
ことで再生させる

川井代表が手がけられた日本庭
園「何有荘」のプロジェクトも同
じコンセプトだと感じます。

TOP INTERVIEW
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ながら人々が過ごしています。
同じように、正岡子規が「柿食
へば鐘がなるなり法隆寺」と詠み
ましたが、だからこそ、秋になれ
ば多くの人が法隆寺を訪れ、他の
果物ではない、柿のお土産が飛ぶ
ように売れるのです。
そういったその土地土地に残る

物語に興味を持ち、学び、発信し
ていくことで、その土地の魅力が
増し、訪れる人に伝わっていくの
ではないでしょうか？

観光業がその土地に住む
人たちの自己実現につな
がる、その素晴らしさを
伝えていきたい

御社の今後の展開について教え
てください。

今後は観光業という領域の中で
これまでのノウハウをもとにさら
に深めていきながら、観光業の大
切さ、素晴らしさを次の世代に伝
えていくことができればと考えて
います。
世界がグローバル化していく中
で、重要になってくるのはローカ
ル、その土地の固有性です。文化、
気候風土、食材など様々なその土
地が持つ付加価値を、訪れる人に
感じていただく。そのためには、
それぞれがその自分自身の住む土
地のことを十分理解しなくてはな
りません。
観光という言葉はもともと「国
の光を観

み

る」という言葉にあるよ
うに、自分たちの良いものを人に
紹介していく、つまり「自分たち
の土地の良いところは何か？」と
いうものを探していく過程で自分
たちのことを知り、自分を取り戻
していくことだと考えています。
つまり、その土地に住む人が、観
光を通じて自分たちの土地の持つ
素晴らしさを知り、自己実現をし
ていく、という大切な役割を果た
しているのです。
私たちができることとして、観
光業の素晴らしさを多くの方に伝
え、そして次世代に繋いでいける
よう、私たちがまずそれを実践し、
続けていきたいと思います。

TOP INTERVIEW
そうですね。この考え方はワー
ルド・ヘリテイジも属する私たち
ノブレスグループ全体の考え方で
もあります。
何有荘は素晴らしい歴史を持つ
日本庭園でしたが、投機対象とし
て所有者が変わり続ける中で管理
が疎かになり、その素晴らしい魅
力を失っていました。
私は何有荘の再生プロジェクト
の際、その背景にある歴史を徹底
的に学び、それを再現すると共に、
未来の物語を託せる方に繋ぐこと
で、再生が成功したと考えています。
私が不動産再生のプロジェクト
に関わる際、まずはその土地・建
物の歴史を知り、理解することか
ら始めます。どの不動産も必ず歴
史があり、メッセージを持っている
のです。それを理解し、そしてそこ
に今まさに関わっている人たちが紡
いでいる物語を読み解き、その未
来を想像します。そうすることで、
その土地・建物に本当に求められ
ている役割が分かり、価値あるも
のへと転換することが可能となる
のだと考えているからです。

では、観光業における「物語」
とはどういったものでしょうか？

例えば、松尾芭蕉の『奥のほそ
道』があります。
「夏草や兵どもが夢の跡」とい
う句は岩手の平泉で詠まれました。
だからこそ冬ではなく夏に平泉を訪
れる人が多く、その当時を想像し
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地元におけるブランドが
出来上がってきた

蘚川井社長のビジョンの下、御社の
営業戦略について教えてください。
私たちワールド・ヘリテイジは2000年

のホテルアジール・奈良の開業から始
まりました。当初は修学旅行専門の
ホテルでしたが、05年8月のホテルア
ジール・奈良アネックスの開業後に
徐々に修学旅行客はアネックスへ、個
人客はアジール・奈良へと移行させ、
今年まさにその移行が完了しました。
また、ホテル以外では03年にオー

プンしたお土産店のなら和み館があ
ります。なら和み館にはお土産店と
レストランが併設されていますが、ほ
かの飲食施設にはあまり見られない
しっかりとした厨房施設を持ち、奈
良の食材を使った質の高い料理の
提供にこだわることで、高い評価を
いただけるようになりました。もとも
と低価格帯のマーケットに高価格帯
の商品で参入をしたものですから、
お客さまにご理解いただけるのに約
3年と時間はかかりましたが、今では
和み館さんだからと指名してお越し
いただけるようになっています。
私たちは取り込むビジネスの特性

上エージェント企業様とのお付き合い
が非常に多いのですが、通常であれ
ば施設名は覚えてもそこの運営会社
がどこか、というのはほとんど気にさ
れません。ところが、最近は各施設
の努力がブランドを押し上げ、最近は
「ワールド・ヘリテイジさんだから安心」

と言っていただけるようになりました。

エージェント出身者だからこそでき
るパートナー企業の気持ちをくんだ
対応でWIN-WINを築く

蘚ブランドも認知されれば当然さま
ざまなリクエストも来るようになる
と思います。
そうですね。私たちの強みはホテ

ルやお土産店など複数の施設を所
有していることです。これらを有機
的に活用し、お客さまの要望に応じ
て柔軟に対応できるようにしていま
すので、送客をしてくださるエージェ
ント企業様から喜ばれ、良い関係を
築けていると思います。
また、私自身がもともとエージェン

ト出身ですので、送客側の担当者の
気持ちも踏まえた対応ができるのは
大きな強みになっていると思います。
「送ってあげている側」とか「受けて
あげている側」ではなく、双方が
WIN-WINになれる関係を常に意識
しながら各パートナー企業と信頼関
係を築くように心掛けています。

奈良県内のサービス業としてナンバ
ーワンの平均給与が払える企業へ

蘚今後のさらなる発展に際し、課題
はどんな点でしょうか？
各施設の支配人レベルまでは私た

ち経営陣の理念をしっかりと認識し、そ
れぞれ良い形で実践ができているとこ
ろまで来ています。次の課題はその下

の若いスタッフたちがそれを実践できる
ようになることです。今後のさらなる展開
のためにも、若い人材の成長は不可欠
です。そのために、人事制度や給与体
系も外部コンサルタントの力を借りなが
らここ2年で作り上げてきました。
目指しているのは奈良のサービス

業としてナンバーワンの平均給与が払
える企業になることです。和み館は
奈良のお土産店としてナンバーワンと
言えるところまで来ました。ホテルア
ジール・奈良もミシュランで2パビリオ
ンマークを獲得するまでになっていま
す。給与の面でも成果に応えること
で、ワールド・ヘリテイジで働くことを誇
りに思ってもらえるような体制を作り
上げていきたいと考えています。

株式会社ワールド・ヘリテイジ
取締役副社長村田憲治氏
Kenji Murata
1991年3月関西学院大学法学部政治学科卒業。同年4
月株式会社日本交通公社入社。2003年有限会社ワール
ド・ヘリテイジ入社。06年株式会社ワールド・ヘリテイジ
取締役就任。09年同社取締役副社長就任。現在に至る。

「観光産業を通じてそれぞれの地域の個性や豊かさを訪れる人々に伝えていくこと」を経営理念とするワールド・ヘリ
テイジ。この壮大な理念の下、それぞれのマネジメント、スタッフはそれをどのように実行していくのか？

特別企画

時、そして物語を紡ぐ
ワールド・ヘリテイジの営業戦略

奈良のサービス業としてナンバーワンの平均給与が払える企業へ

※関連カラー 3ページ



基本の整理、そしてコンセプトに
沿った運営の確立

蘚まずはミシュランガイドでの2パビ
リオンマークの獲得、おめでとうご
ざいます。
ありがとうございます。私たちとし

てもまだホテルの改革中で発展途上
の段階でしたので驚きましたが、外
部機関よりこのような評価をいただ
けたことで、方向性として間違ってい
なかったのだなと感じています。

蘚改革中とは？
一つ目はホテルの財務や人事、そし

てオペレーションといった基本的な部
分の整理。二つ目はホテルのコンセプ
トの再確認と、社長の川井が示す理
念に沿った運営体制の再構築です。
私が着任してちょうど2年が過ぎました
が、着任当初に立てた3カ年計画に
基づきこれらに取り組んでいます。
具体的に、一つ目の基本的な部分

に関しては、まず初年度でホテル全
体の状況を隅 ま々で把握して整理し、
2年目ではそれをオペレーションに落と
し込みながらチェックをしてきました。
これから3年目に突入しますが、

二つ目のコンセプトの再確認と体制
の再構築の段階です。
まず、ホテル名である「アジール：

asyl」とは、語源であるギリシア語の
「asulon：癒やしの場、聖域」の意味
を持っています。これらのキーワードを
どうやってこのホテルで表現していく
か。ハード、ソフトの両面で考えました。
ハード面では基礎である安全を重

視した外壁工事や、一部の客室改修
工事を実施しました。同時に、インテ
リアではキーワードを表現すべく温か

ていくことで、物語を紡ぎ、後世につ
なぎ、お客さまに伝えることができる
と思っています。

蘚その土地の歴史や魅力を最大限に
伝えるために必要だと思うこととは？
そうですね。これは私たちホテル

アジール・奈良だけが発信していくに
は限界があり、同じ奈良という土地
で観光を担う一人一人が努力をすべ
きことです。
しかしながら、まずは私たちがで

きることとして、ホテルの運営でかか
わるお客さま、パートナー企業、そし
てスタッフまで及ぶすべてのステーク
スホルダーに常にその思いを伝えて
いくと同時に行政や地域の各協会へ
の積極的な働きかけも不可欠だと考
えています。
そういった日々の活動、そしてかか

わり合いを通じて、奈良のデスティ
ネーション化のムーブメントを、このホ
テルアジール・奈良から発信していき
たいと考えています。
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みを重視したコンセプトカラーを決定し
VI（Visual Identity）を整理しました。
ソフト面では現在進行形で取り組

んでいる段階ですが、39室の小さな
ホテルだからこそできる、五感を重
視した、個々のお客さまとの距離感
を大切にすることが本来の“癒やし”
であると考えており、私たちのホテ
ルを選んでくださるお客さまが求め
る温かみとは何かを教育しながら常
に考えさせています。

物語を紡ぎ、つなぎ、伝えていく

蘚続いて川井社長が示す理念に沿
った運営だと思います。「観光産業
を通じてその地域の個性や豊かさを
訪れる人に伝える」とはシンプルで
ありながらも非常に壮大であり、求
められることも多いと思います。
そうですね。非常に共感を覚えた

言葉に「グローカル＝グローバル性+
ローカル性を持った運営」があります。
来ていただいた方にこの奈良の魅力
を伝えるためには、私たち一人一人
がその土地の持つ歴史や今をお客さ
まに伝えることのできるコミュニケーシ
ョン力と人間力を持たなくてはなりま
せん。そのために現在取り組んでいる
のは「物語性を重視した運営」です。
この奈良という土地はその背景に

大きな歴史を持っていると同時に、
私たちも今まさに歴史を作りながら
後世につないでいる一員です。過去
から続き今まさに作り上げている歴
史の物語を宿泊や料理を通じてお
客さまに提案し、伝えていく。そのた
めには、私たち自身も常にその歴史
を学ばなくてはなりません。温故知
新の精神でモノやサービスを提供し

ホテルアジール・奈良
支配人中弥生氏
Yayoi Naka
2004年KGIC International College卒業。1994年パー
クハイアット東京のオープニングスタッフとして入社。97
年ザ・リツツ・カールトン大阪、2004年ザ・ブセナテラス
レストランレセプショニストチームマネージャー、宿泊部
ゲストリレーションズマネージャーを経て、07年株式会
社KPG Luxury Hotels箱根・翠松園副支配人（オープニン
グ）。09年12月 株式会社ワールド・ヘリテイジ入社。ホ
テルアジール・奈良 支配人に就任。現在に至る。

物語を紡ぎ、次代をつなぎ、歴史を伝える――
五感を重視した運営で奈良のデスティネーション化の
ムーブメントをアジール・奈良から発信していく



支配人の良きパートナーとしてホテルを盛り上げて
いきたい
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蘚星川さんは中支配人とこの1年間
さまざまな改革に取り組んでこられ
たと聞いています。
私は入社して1年ほどですが、以

前中支配人と一緒に働いた経験が
ありましたので、ある程度感覚が分
かり、サポート役ができたのではな
いかと思っています。
中支配人が1年かけて整えてきた

ベースを、一緒になってさらに固めな
がら、発展させられるところに関し
ては意見を出し合いながら共に改善
を行ってきました。
ただ、この入社してからの1年あま

りは、ずっと忙しくひたすら駆け抜
けてきた感があります。

蘚やっと落ち着いてきたと思ったこ
ろに、今度は『ミシュランガイド京都
大阪 神戸 奈良 2012』での2パビリ
オンマーク獲得ですね。
そうですね。驚きもありましたが、

一つ一つ積み上げてきたことが評価
されたのかとうれしく思っています。

蘚どのような反響が出ていますか？
まず、対外的には宿泊の方でミシ

ュランガイド掲載プランも販売をして
おり、大きな反響も出ています。問
い合わせもあり、ビジネスとしては良
い機会ですので積極的に生かしてい
きたいと考えています。
社内に対する影響としては、スタッ

フのモチベーションアップになると同
時に良い意味でのプレッシャーにな
っていると感じています。
今年掲載されたということは、来

年はそれ以上を意識しなくてはなり
ません。そのために何をしたら良い
のかをスタッフレベルでも考えるよう
になり、チームとしても、個人として
も成長の機会になっています。

蘚今回のミシュランガイドに掲載さ
れた要因はどのような所にあると考
えていますか？
一つ目は、中支配人が着任以来2

年かけて、丁寧にベースとなる部分
を固めてきたことがあると思います。
もう一つは、ベースが固まってきた中
で、管理職だけでなく一般職レベル
の若いスタッフまでもがホテルをより
良くするために何ができるのか、と
いう点について積極的に考え、行動
する雰囲気が出来上がってきたため
ではないかと感じています。
私たちのような小さいホテルは良

いアイデアだと思えばすぐに実行が
でき、そしてその結果がすぐに見える
ことがプラスにはたらいたのではな
いかと思います。
実際にあった例では、昨年の夏は

非常に暑かったのですが、何かお客
さまにできないかということになりま
した。そこで、単にミネラルウオーター
を用意してお渡しするのではなく、自
分たちでミントレモンウオーターを作ろ
うということになったのです。これが
お客さまに非常に喜ばれました。さら
には、当初はミントを購入していたの
ですが、そのミントレモンウオーターが
人気で大量に飲まれるようになると、
今度はミントを買うコストが気になり始
めたのです。そこで栽培したらどうだ
ろうということになり、何度か失敗も
したのですが、最終的にはミントの栽
培もできるようになりました。
小さなことですが、スタッフ一人一

人が経営的な視点も踏まえて工夫を
し、積極的に行動する雰囲気が、今
回のミシュランガイド掲載につながっ
たのではと感じています。
とはいえ、私たちの社長の川井が

示すビジョンは壮大ですので、まだ

始まったばかりです。中支配人の良
きパートナーとして、ホテルがより良
い雰囲気になっていくように努力を
していきたいと思います。

奈良の魅力を
伝えられるホテルへ

宿泊部廣岡信文氏

蘚廣岡さんは旅館に興味を持ち、こ
の業界に入られたそうですね。
はい。もともとは飛行場で技術職

として働いていたのですが、サービス、
特に旅館に興味を持ったのが始まり
でした。ホテルアジール・奈良はホテ
ルですが、39室という小さな規模で
すので、旅館のようにお客さま一人一
人の名前をお呼びできるようなサー
ビスができるのが魅力ですね。

蘚『ミシュランガイド京都 大阪 神
戸 奈良 2012』では2パビリオンマー
ク獲得されました。
もともと良い雰囲気のあるホテル

星川チエミ氏
Chiemi Hoshikawa
1997年3月大阪外語専門学校卒業。同年4月ザ・リツ
ツ・カールトン大阪 入社。2010年11月株式会社ワール
ド・ヘリテイジ入社。ホテルアジール・奈良営業部リザベ
ーション担当 主任に就任。現在に至る。

リザベーション担当主任　星川チエミ氏
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ですが、ただそれだけではなくスタ
ッフが皆ホテルを良くしようと常に考
え、工夫していることが評価された
のではないかと感じています。私自
身も客室のアメニティやロビーのイン
テリアを任されていますが、お客さ
まがより快適に過ごしていただける
ための配置を考えたり、季節に合っ
た雰囲気を出せるように工夫をした
りしています。
また、同時に収益についても常に

意識しています。宿泊部門としては来
館されたお客さまに夕食をご提案し
てみたり、お土産をお勧めしてみたり
と、予算の達成に向けて小さな努力
の積み重ねを継続していきます。
しかし、社長の川井が示すビジョン

のように、ワールド・ヘリテイジのスタッ
フとして求められるのはより大きな視
点です。今は奈良の歴史を学びなが
ら、来館されるお客さまにより一層奈
良の歴史や伝統の魅力を伝えられる
ようになりたいと考えています。

奈良らしさを
料理を通じて伝えたい

料飲部森田貴仁氏

蘚森田さんはホテルや旅館でずっと
料飲を経験され、若くしてレストラ
ンのサービスを任されていますね。
高校、大学時代のアルバイトから

当初勤めた旅館まで、ずっと料飲部
門で働いています。今回のホテルと
して『ミシュランガイド京都 大阪 神戸
奈良 2012』に掲載されましたが、レ
ストランとしてもお客さまの期待値が
上がっているのを感じており、良い
意味での緊張感がありますね。

蘚森田さんから見て、ミシュランガ
イド掲載の要因は何ですか？
スタッフ全員がお客さまの方を見

て考えているからだと思います。
このホテルが良いのは、スタッフの数
だけ視点があり、それぞれの意見を
しっかりと出し合えるところです。そし
て皆、最終的にはお客さまの満足と
いう一つのゴールに向かっている。そ
ういった文化があるのが評価された
要因ではないかと感じています。

蘚注目度が増す中、どんな取り組み
をしていきますか？
今回の掲載を受けより多くのお客

さまが期待をしながら来館されると
思います。そこで要求されるさまざま
なリクエストに対して応えられるよう、

柔軟性のあるサービスを目指してい
きたいと考えています。
また、売り上げに関しては顧客を

増やす努力のほかに、宿泊部門と協
力をし、当日ご宿泊のお客さまの夕
食のご予約を獲得するなどの努力を
していきます。
そして、ワールド・ヘリテイジのスタ

ッフとして来館されるお客さまに奈良
の魅力をレストランを通じて伝えられ
るよう、歴史や伝統、季節感を上手
に表現していきたいと考えています。

継続していく～つないでいく。
スタッフ全員で作ったTシャツに込めた思い。
ホテルアジール・奈良では開業12周年を記念してホテルのTシャツを制作

した。このTシャツには社長からスタッフまで、一人一人が笑顔で手をつな
いでいるイラストが描かれている。このTシャツの制作について、支配人の
中氏は「皆で“つないでいく”ということを大切にしたかった。今年は12周年、
来年は13周年と皆で1年1年をつないでいく。“来年はどうしようか”という
話をスタッフ全員で共有していけたらうれしいなと思ったのです」と語る。
川井社長の壮大なビジョンの下、支配人からスタッフまで一丸となった同ホ
テル。来年はこのTシャツにどんな絵が描かれているのだろうか…。

廣岡信文氏

森田貴仁氏

このイラストは美大出身の女性新入社員のスタッフが
描いたもの。彼女はそれ以降“画伯”というニックネームで
呼ばれ、それまで接点の少なかったスタッフとコミュニケ
ーションを取れるようになったという。
中支配人は「小さな組織ですので、それぞれの個性を

生かして一人一人が輝くホテルにできればと考えていま
す」と語った。


